
　蓄エネルギー電車やハイブリッド電車への適用を検討し

ている非接触給電による電力供給は，課電部の露出が無い

ため感電・漏電の危険性が低く，また接触部も無いために

騒音の原因となりにくく，保守が簡易で済むといった特長

がある。一方で接触集電に比較して供給時の伝送効率が低

く，また設備コストが高くなるという課題がある。本論文

では鉄道用非接触給電装置に用いるコイルについて，損失

低減やコスト削減を図る構成について検討した。その結果，

①巻線材料として従来用いられてきた絶縁素線で構成され

る高価なリッツ線に代わり，非絶縁の細素線から構成され

るVFF線のような安価な線材で構成可能なこと，②漏れ

磁束を低減する8の字コイルを採用することで損失を低減

し，レール幅限度までコイルを有効に生かして設置するこ

とが可能であることを明らかにした。

在来方式鉄道用非接触給電装置に
用いるコイルの構成
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図1　正規化した抵抗比 Rn（直流＝1.0）

図2　線材断面図
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